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§１．研究成果の概要 

 本研究では、液体中におけるイオン・溶媒分子の配列構造化手法の開発と、配列構造化に起因

する電解液の新機能の開拓及びデバイス応用を目的とする。2020 年度は、配列構造化の手法開

発と配列構造の解析を中心的に行った。 

 配列構造化の手法の 1つとして、既に実績のある超高濃度電解質の使用を検討した。リチウム塩

水溶液において、リチウム塩の高濃度化によって常温で液体の水和物（水和融体）の状態とするこ

とで、リチウムイオン、対アニオン、水分子に通常の水溶液とは異なる配列構造を作り出し、それに

起因する特異な電気化学機能を発現させるという意図がある。今年度は、非対称構造を有するス

ルホニルアミドアニオンを含む複数のリチウム塩に着目した。それらはいずれも対称構造を有する

リチウム塩（LiN(SO2CF3)2）と比べて著しく高い溶解性を示した。このうち 2 種を特定の割合で混合

することで、複数のリチウム塩一水和融体（常温で液体の一水和物）の調製に成功した。 

 リチウム塩水和融体は、理論的には 1.23 V の電圧で電気分解する水を含んでいるにもかかわら

ず 3 V 以上の電位窓を示すことが分かっている。この異常な電気化学機能と配列構造との関係を

明らかにするため、水和融体を意図的に固化させ、結晶における水分子の状態を調べた。その結

果、水分子はリチウムイオンに水和した状態で互いに孤立していることが分かった。これは、多数の

水分子が集合したクラスター構造を取る通常の水溶液とは大きく異なるものである。 

 

 


